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成果の概要／米澤進吾 

 

本国際会議「ルテニウム酸化物と先端量子物質の国際会議」（International Workshop on 

Ruthenates and Emerging Quantum Materials; REQM2025）は、2025 年 12 月 2 日から 6

日まで京都大学本部キャンパス 国際イノベーション棟（HORIBA シンポジウムホール）で

開催しました。また、ポスター賞表彰式を含むバンケットは同キャンパス 百周年記念館国

際交流ホールで行いました。 

本会議では、現代および将来の機能性物質として重要な量子物質の典型例である、非従来

型超伝導体および新奇磁性体「アルターマグネット」の研究に重要な役割を果たしているル

テニウム酸化物を中心として、そのほかの革新的機能が期待される量子物質も含めた最新の

研究成果に関する口頭講演・ポスター講演と活発な議論が行われました。会議にはこの分野

の世界的研究を先導する研究者や国内外の多くの若手研究者を含めて、9 か国から計 110 名

を超える参加がありました。初日のウェルカム・リセプションの後、２～5 日目は、基調講

演(4 件)と招待講演(32 件)を 7 つのセッションに分けて行い、ポスター講演(44 件)も２つ

のセッションで行いました。 

基調講演の内容は、◆Hicks 博士（英国、バーミンガム大学）「Sr2RuO4 の超伝導のミステ

リー」、◆シュメジカル博士（ドイツ、マックスプランク複雑系物理学研究所） 「新奇な磁性

とスピン群理論」、◆今田正俊博士（東京大学）「機械学習と第一原理計算による超伝導と量

子スピン液体の研究」、◆中辻知博士（東京大学）「フラストレート格子上の多極子による反

強磁性スピントロにクス」であり、これらを含む各セッションの講演とポスター講演では、

以下の話題について最新成果が発表されました。■ルテニウム酸化物における非従来型超伝

導、■第 3 の磁性体アルターマグネットの物質と新奇量子現象、■一軸性圧力による物質の

対称性制御と新奇量子現象、■強相関電子物質でのトポロジカル量子現象、■カゴメ格子物

質の電荷秩序と超伝導、■機械学習物理学による新量子現象の開拓。これらの講演に続く質

疑応答に多くの時間を割くことができたため、講演内容の核心を突く重要な討議が行われ

ました。また、特に若手研究者の参加が目立ち、コーヒーブレイクやバンケットでも盛んな

研究交流が行われました。これらのセッションに加え、3 日目には「アルターマグ・ランチ

ョン」と題して、新奇磁性体アルターマグネットの分野の講演者を中心とした専門家約 15

名で、昼食を含めて 2 時間余りの特別検討会の場を設けました。現在の研究課題や研究動

向についての情報交換を通じて共通認識を深めるとともに、関連分野の研究者の交流を深

めました。 

本助成金の多くを若手研究者の旅費支援に充てた結果、若手研究者同士の交流を促進し、

将来の共同研究や継続的な交流につながるネットワーク構築の機会となりました。本助成

は、若手研究者の育成および国際的な研究交流の推進に大きく寄与する、非常に意義深いも

のでした。この会議の開催を可能にしてくださった貴財団に深く感謝申し上げます。 
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⚫ 会議の際に撮影した参加者の集合写真 

 

 

 

⚫ 会議のウェブページへのリンク 

https://sites.google.com/kyoto-u.ac.jp/reqm2025/ 
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